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火山灰土壌におけるブドウに対するリン酸の

肥効増進に関する研究

中田隆人・青木秋広・茂木惣治

　1　はじめに

　本県のブドウ栽培面積は約350haで増、植の

気運が高まっている．この中には県南部の沖積

地帯のものと，近年稲作転換で水田に栽植され

ているものもあるが，その大半は火山灰土壌に

栽培されている．

　ブドウに対するリン酸の肥効については，砂
　　　　　　　　　　　　4)
耕試験では明らかにされているが，圃場試験で

は成績が少なく，肥効についても必ずしも明ら

かではない．これはリン酸がチッソやカリにく

らべて土壌の吸着力が強いため，土壌に施して

も不溶化し植物が吸収しがたい状態になるため

である．とくに本県の火山灰土壌は強酸性で，

リン酸吸収係数が大きいため一層その傾向が強

い．このような土壌でリン酸の肥効を高めるた

めには，堆肥との混用，根群の分布している部

位への施肥あるいは土壌反応を矯正することが

あげられている．しかしながら，果樹では成木

になってから根群域にリン酸を施用することは

労力的，技術的な面から困難なため，最近では

表層施肥が多く，リン酸の肥効が低下している

　　第1表　供試土壌の化学性

のが現状である．

　そこで植付時，リン酸を多量施用した場合の

効果およびリン酸の肥効を高める方法などにっ

いて1967年より1971年まで5年間，開こん跡の

腐植質火山灰土壌で試験を行なったのでその結

果を報告する．

　Ⅱ　試験方法
　試験圃場ぱ雑木林跡の開こん地で，供試土壌

の化学性は第1表のとおりである．試験区はま

，ず開園時（1966年秋）石灰施用量を多量施用（

a当り苦土石灰i（く熔性苦土15％，アルカリ度55）

70kg｝と少量施用（a当り苦土石灰25kｇ）の2

段階に分け，それぞれに深さ30mを対象にして

リン酸の施肥量と方法をかえた次の4区を設け

た．1）無リン酸区．2）リン酸吸収係数のq5

％相当のリン酸を熔リンで毎年施肥する．

3）　リン酸吸収係数の3％相当のリン酸を熔リ

ンで開園時に施肥して以後リン酸は施肥しない．

　4）リン酸吸収係数の15％相当のリン酸を熔

リンで開園時に施肥して以後リン酸は施肥しな

PH
層

1
2
3
4

塩基置
換容量
(me)

酸
取
数

燐
吸
係

4.9　　　4.2　　　14.41　　0.99　　　14.6　　　26.3　　　　12　　　13　　　16　　　　　3　　 ｔｒａｃｅ　2794

4.7　　4.3　　13.37　0.84　　15.9　 23.8　　　17　　12　　　 7　　 3　　　　　　3089

4.6　　 4.2　　12.16　　0.87　　　14.0　　33.7　　　 19　　　13　　　　5　　　2　　　　　　　2901

5.1　　4.3　　11.59　0.80　　14.5　 32.3　　 28　　　12　　　4　　 3　　　　　　3075

注．PH以外は乾土中

項目
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Ｃ％　　 Ｎ％　Ｃ/Ｎ

置 換 性 塩 基　　石　灰　有効態　燐 酸
（ｍｇ/100ｇ）　　飽和度　Ｐ2Ｏ5

ＣａＯ　ＭｇＯ　Ｋ2Ｏ　　　　％　ｍｇ/100ｇ
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い．試験規模は1区3本，3連制（a5m　X之5m

植えで1区面積は1975㎡）である．供試品種は

自根のキャンベルアーリーで，植えつけは1967

年4月に行なった．植えつけ時の施肥量は上記

熔リンの他に各区とも1樹当り完熟堆肥5㎏，

硫安350g，塩加l　l　Ogで植付後地表面に散布

し擾はんした．2年目以降は各区とも秋に1区

当り硫安3009，塩加1009を施肥し，2区の

みリン酸を施肥した．整枝は棒仕立とし，その

他の栽培管理は慣行にしたがい行なった．なお

分析は次の方法によって行なった．

　1、土壌
　PHはガラス電極法（1：25）による．

　C　E　Cはショーレンベルガー法のセミミクロ

改良法．CaO，MgOは原子吸光光度計（日立

207），K、Oは炎光分析．無機態リン酸はジャ
　　　　　　　　　　わ
クソン法を改良した関谷らの方法による．

　2）植物体．乾式灰化後リン酸はバナードモ

リブデン酸アンモンによる比色法．Kは炎光分

析．Ca，Mgは原子吸光光度計（日立207）

による．

　皿　試験結果

　1．生育．1樹当りの生長量について調査し

た結果は第1図のとおりである．ロ年目は無リ

ン酸区の生育がとくに劣り，リン酸施肥量が多

くなるにしたがい生長量が増加していく傾向が

みられた．とくに石灰少量の場合，リン酸施肥

区間に有意な差がみとめられた．石灰施用の多

少が生育におよぼす影響についてみてみると，

リン酸q5％区と3％区では石灰多施用が，リン

酸15％区では逆に石灰少量輝用がまさった。3

年目の生育についてみてみると，石灰の多用効

果はみられないが，リン酸施肥量間では生育に

明らかな差がみとめられた．すなわち，石灰多

量施用の場合3％区，15％区では無リン酸区に

くらべて顕著な差を示し，15％区はq5％区に対

しても有意な差を示した．石灰少量の場合，リ

ン酸施肥区は各区とも無リン酸区より明らかに

まさり，施肥区問では15％区がQ5％区にまさっ

た．5年目の秋，解体調査をした結果は第2表

のとおりで各年次の枝とも石灰の多量施用の効

果は明らかでないがリン酸の肥効はみとめられ

た．地上部総重量についてみると，石灰多量施

用の場合，Q5％区をのぞいてリン酸施肥区は無

リン酸区より明らかに多く，石灰少量の場合は，

リン酸施肥区は全区とも無燐酸区よりまさった．

根群量については第3表にみられるように地上

部ほど各区に差はみられないが2㎜以下の細根

についてみると無リン酸区が少ない．
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第2表　地上部重量（匂）

　　P石　灰 　　　　　枝令
肥量 1年枝 2年枝 5年枝 4年枝 5年枝 合計

0％区　　　　、 2，095 0，415 0，465 0，625 1，120 4，718

多
0．5 2560 0，591 0，416 0，697 1，489 5，220

＆0 2，754 0，458
　　－’ゴ

0，454 0，670 1，651 5，947

15．0 5，545 0，485 0，492 0，696 1，785 6，667

0 1．581一 0，285 0，559 0，547 0，855 5，572

少
0．5 2824 0，452 0，465 0，812 1，569 5，919

5．0 2，818 0，429 0，484 0，751 1，418 5，879

15．0 ゑ685 0，545 0，502 0，795 1，759 Z262
L S　D　　（0．05）

N．S 0，025 0，105 0，176 0，157 0，965

り ん　酸　　（0。01） 0，057 0，156 0，267 0，257 1，462

（0．05）
石 灰　　　（0．01） N．S NS　？

N
。 S N．S N、S N．S

注．1971年11月解体調査，生体重を示す。

第3表　根　群　量（κg）

　　　　　　　根径
石灰旦P施肥＿
　　里　　　　　里

欝衝

2以下 2＾’5 6～10 11～20 21以上 計

0％区 0，595 0，517 0，795 0，745 0．857・ 5，505

多
0．5 0，487 0，697 0，860 0，750 0，850 5，625

5．0 0，485 0，777 0，885 1，577 0，627 4，147

15．0 0，575 0，785 1，020 1，477 0，840 4，695

0 0，415 0，785 0，822 0，772 0，502 5，295

少
0．5 0，645 0，965 0，927 0，985 0，697 4，215

5．0 0，650 0，818 1，025 1，080 0，757 4，145

15．0 0，498 1，062 1，118 1，277 0，648 4，602

　　　　　　注．1971年11月堀上げ，生体重

　2．結実．結実1年目の1968年から4年間，

実どまりが確定した時点で結実程度を調査した

結果は第2図のとおりである．各年次とも石灰

量の多少と結実との聞には有意な差はみられな

いが，リン酸の影響は顕著である．無リン酸区

は各年次とも花ぶるいが多く，とくに結実1年

目はほとんどの房がばら房であった．その後年

次がたつにつれリン酸施肥区との差は少なくな

る傾向はみられるが，各年次とも石灰少量の無

リン酸区が劣った．リン酸施肥区間では施肥量

の多い区が花ぶるいも少なくなる傾向を示して

いるが，明らかな差がみとめられたのは結実1
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年目のみであった．

　3．収量．1樹当り収量を年次別にみると第

3図のとおりである．石灰多施の効果は1968年

のみみとめられた．リン酸施肥の効果を年次別

にみると1968年は無リン酸区とリン酸施肥区の

問で顕著な差がみられるが施肥区間では明らか

な差はみられない．1969年以降は石灰少量の場

合の無リン酸区がとくに収量が少なく，1969年，

1970年はQ5％区との間に，1971年はリン酸施肥各

区との間に有意な差がみられた．1房重にっい

てみると第4表にみられるように1968年は無リ

ン酸区がとくに小房で，施肥量がますにっれ大
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　第4表果房重（9）

B

」97唾年

リソ酸

1

0　　05　　…監01・憂5．0

■　　　　　　次’
P施肥量　石灰 19　68

多　　　少

1　96　9

多　　　少

19　7　0

多　　　少

1　9　7　1

多　　　少

0　％区 159　　107 250　　　212 275　　278 2乙1　　206
0．5 192　　187 252　　269 287　　281 229　　256
ゑ0 207　　204 260　　245 272　　277 226　　255

150 2乙0　　214 225　　226 254　　267 217　　219
LSD（α05） 20．58 45．66 26．00 1Z15
りん酸（o．01） 50．87 66．11 5駐58 25．97
　　　（0，05）
石灰量
　　　（0．01）

14．21

2t52 NS NS NS

第5表上物房率（％）
　　　　　　　次
P施肥量石 196

多
8
少

1　969
多　　　少

1
多

9　7　0

　　　少

1　97
多

1
少

0　％区 50．1 1z1 84．8　　7Z2 84．5 7Z2 62．5 498
0．5 62．5 55．1 95．7　　95．9 90．6 91．8 65．4 728
五〇 70．9 65．8 95．7　　90．0 85．2 82．0 66．8 64．8

15．0 64．乙 64．1 74．8　　82．5 82．9 75．5 70．4 65．2

LSD（0．05） 552 ｛～し55 8．92 10．05
りん酸（o．01） 8．56 29．50 1 5．51 15．2乙

　　　　（0。05）
石　　灰
　　　　（0．0｛）

4．08
6．1 7

N．S 6．51

955 NS　●

きくなる傾向があるが，施肥区間ではi5％区が

Q5％区より明らかにまさった．1969年以降もリ

ン酸処理間に有意差がみられるが，年次によっ

てその傾向は一様でなかった．石灰多施の効果

ー
は 1968年のみみとめられた．

　4．品質．上物房率をみてみると第5表にみ

られるように1968年はリン酸の効果はみられた．

すなわち，無リン酸区が最も劣り施肥区間では

3％区がq5％区にまさった．1969年以降もリン

酸施肥量間に有意な差がみられるが，そのあら

一



第6表果汁の品質

石灰嚢肥量
項目
年次

1968
糖
1969

　　　度

1970 1971

酒石

1970

酸（多）

　1971

0　多区 12．6 15．6 12．9 15．0 0．71 0．70

多
0．5

～』0

一24
12．0

15．4

1義5
12．5
15．1

1ム0

1義5

0．65
α65

0．68
0．68

15．0 12．0 15．6 15．0 1義5 0．62 0．74
0 12．2 1義8 12．8 1＆5 0．69 0．71

少
0．5

義0

12．0

11．8
1ム9
15．0

15．0
1蕊0

1義2
1ム0

0．62

⊂L64
0．67
0．74

15．0 12．0 152 15．0 1＆0 0．66 、0．75

　　　　注．1．糖度は屈折計示度

われ方は年次によって一様でなかった．石灰多

施の効果は1968年のみみとめられた．果汁の品

質については，糖度，酸度とも第6表にみられ

るように処理間に差はみられなかった．

　5．土壌の化学性。試験開始4カ月後と試験

終了時の1971年1C月に各区より，深さ0～15c∬，

15～3Ccπ，30～45c∬より試料を採取し，風乾後

分析に供した．処理4カ月後の分析結果は第7

表のとおりで，P　Hは石灰多施区が少量区より

高く，リン酸施肥量についても施肥量が増加す

るにつれて高い値を示している．置換性塩基に

ついてみると，石灰は石灰量が多く，リン酸肥

料を多くやるにつれて高い値を示している．苦

土については石灰よりもリン酸1施用量との関係

がつよくでている．有効態リン酸はリン酸施用

量が多くなるにつれ高くなり，熱塩酸可溶のリ

ン酸についても同様な傾向がみられる．試験終

了時の結果は第8表のとおりでP　Hは，15％区

が最も高く，次いで3％区が高かった．石灰施

用量の多少とP　Hの関係をみてみると，多施区

が少施区より幾分高い傾向がみられた．1，Vl換酸

度は全般的に低いが，熔リン施用量が増加する

につれて低くなった．塩基置換容量はリン酸量

が多くなると増加する傾向がみとめられる．置

換性塩基についても石灰，苦土はリン酸施用量

の増加につれて多くなり，とくにリン酸15％区

129

は両成分とも著しく増加した．加里は15％両区

で増加の傾向にあった．石灰飽和度についても

上記傾向と同じであるが，石灰多施の場合無リ

ン酸区では24％，石灰少施の場合の無リン酸区

では1C％と低く，リン酸15％区になりはじめて

5C～70％となりこの面での改良が達せられる．

無機態リン酸は，各区ともその絶対量の多いの

はA量一型であり，ついでFe一型で，G　a一

型と有効態のものは少をかった．どの型のリン
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66 
66 
42 
98 
84 
S5 

189 
1 S3 

49 
476 
501 
77 

1 

1 

25 
20 
13 
60 
57 
25 
02 
06 
38 

331 
SO 8 
1 59 

8 

8 

6 

41 
32 
15 
;3 
31 
28 

272 
251 
79 

11 
15 
8 

12 
11 

8 

15 
11 

7 

16 
13 
11 
8 

10 
7 

12 
9 

5 

8 

14 
6 

17 
10 
6 

~E~ 
~~~o~~ 

~ 

24 
25 
16 
28 
27 
15 
38 
33 
13 
71 

49 
22 
10 
10 
9 

14 
13 
9 

19 
20 
10 
47 
37 
17 

~~:1~~! l mg/100g 

Al- Fe-
type type 

P 

Ca-
type 

S9.8 

5 63 

29.5 

3 2.6 

29. 5 

6 4.S 

2 6 4.0 

1 3.0.4 

a 6.5 

4 2.D 

6 1.5 

4 3.5 

49.5 

5 5.0 

1 9 1.5 

1 1 09 

4. 8 

6. 8 

6. 1 

7.8 

4. 5 

1 2.4 

2 0.1 

1 3. 1 

5. 1 

2. 1 

5. 1 

3.0 

6. 8 

6. 5 

1 6.6 

1 0.9 

1. 1 

1. O 

1. 5 

1. 2 

2. 4 

2. 4 

9.8 

6. 5 

1. 4 

1. 1 

2. O 

1. 5 

2. 5 

2. 5 

1 0.6 

5. 7 

~~ ~b~ 

) y~8 

/1 OOg 

1.7 2 

trace 

1.8 5 

1.2 5 

3.2 2 

2.1 O 

8.0 O 

7.8 O 

0.7 D 

tTace 

1. 5 2 

1.6 5 

1.9 5 

1. 5 5 

7.52 

5.3 5 
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第9表葉中の無機成分（1968）

採葉時期

分析部位
　　　　分
P量 N P

多　　量

　K　　　Ca Mg N
　少

P
　量
K Ca Mg

0％区 乙乙8 0る9 2．80　0．69 029 こ50 04尾 518 0．82 D29
5月50日 0．5連年施用 5．88 0．42 267　α75 0ろ2 義52 0．51 2．60

　’

0．56 α57

葉身 こ0植付時全量 ム75 0．59 乞59　0．50 0．59 ム58 0．60 2．57 051 Oj57

15．0　　〃 こ78 0．69 2．55　050 0鴻6 550 0．74 2．55 0．45 0．48

0 急44 0．18 Z55 262 0．霊8 z54
8月　1日 0．5連年，施用 245 026 251 2．65 026 Z15

葉身 ＆0植付時全量 275 026 2』15 270 029 2．05　．

15．0　　〃 2．75 054 1．92 267 0．40 1．88

0 0．58 0．15 4．19 0．41 Ojo 4る0

8月　1日 0．5連年施用 0．41 029 4n4 0．45 025 4．00

葉柄 ＆0植付時全量’041 0ノ“ 5．88 041 O」49 ε88

150　　’ノ 045 底85 ε62 0．45 0．88 改58

注．対乾物重％を示す。

第10表　葉中の無機成分（1971．7） 第11表細根中の無機成分（19ハ．“）

　　　リソ酸
石灰量施肥量　　P　　K　　Ca　　Mg 　　リソ酸石灰量施肥量　　P　　　K　　Ca　　Mg

歩－｛驚㌶鱗・

少｛　　　0　　0．02　4。70　1．00

　　　0．5　 0．04　　5，54　　1．00

　　　　　　，
　　　5。0　　0．1　0　　5．27　　　1．96

　　15．0　0．55　5。56　量．50

0．65

0．67

G．72

0．84

0．17

0．18

0．57

0．88

多｛　　0　　　 0。10　　0．　4　　0．82

　　　　　　　0．94　0．58　　0．5　0．15

　　　＆〔）　0．18　、．05　0．59

　　15，0　　0．20　　0・98　　0．55

少｛　　0’　0．10　 0．77　0．96

　　　0．5　　0．11　　0・84　　1．01

　　　3．0　0、16　 0・90　1．04

　　璽5．O　　G．20　　0・96　　1．55

．15

0．21

0．24

0．26

0．19

0．20

0。21

0．51

注。対乾物重％を示す。

酸もリン酸資材を多用すると増加する傾向がみ

られた。

　6．植物体の無機成分，植物体の無機成分に

っいては，葉は処理2年目の5月と8月および

試験終了年の7月に，根は試験の終了した11月

に試料を採取した．葉中成分含量については第

g表および第10表のとおりである．処理2年目

の結果では，5月甜日の葉身分析についてみる

と，P，M言はリン酸資材を多用するにつれて

多くなる傾向がみられたカ㍉　K，Caは逆に少

なく，Nは無関係であった．石灰施用量の多少

と葉中無機成分の間には差がみられなかった，

注．対乾物重％を示す。

8月1日の葉身，葉柄分析についてみると，R

Kとも5月50日と同様な傾向がみとめられた．

すなわち，Pはリソ酸資材を多用するにつれて

高くなり，とくに15％区を葉柄分析したところ

0．8％という高い値を示した．処理5年目の各成

分含量についてみると，Pは処理2年目同様

リン酸施肥量が多くなるにつれて含有率が高く

なった．石灰の施用量では多量区が少量区より

も高く，とくにその傾向は熔リン施用量の少な

い区で顕著であった．Kは石灰少量の蕪リン酸

区がやや高い値を示した他は明らかな差はなか

った．Caは石灰多施用の場合，熔リン施用量

下
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が多くなるにつれて低くなる傾向を示したが，

石灰少量の場合，一定の傾向がみられなかった

Mgは石灰施用の多少にかかわらずリン酸施用

量が多くなるにつれて高い値を示すが，その傾

向は石灰少量の場合顕著であった．細根中の無

機成分については第ll表のとおりである．Pは

葉同様石灰施用量とは関係なく，リン酸施肥量

を多くするにしたがい高い値を示した．Kは葉

とはことなり，無リン酸区が低い値を示し，そ

の他の区間では差はみられなかった．Caは石

灰多用の場合，無リン酸区が高い値を示し，リ

　　　％

　　80

石70

灰60

飽50

和40

度50

　20

　10

　　0

15％15多
6

　　　　　　　　　　あ15％
　　　　　　　　　　，ρ

晦叢…／乙．．／／
o〆o　　　、！塚多

腫轍ノーρ

ン酸施肥区間では差がなかった．石灰少量の場

合は一定の傾向はみられなかった．Mgは葉同

様リン酸資材を多用するにつれ高い値を示した．

lV　考　　察

　ブドウに対するリン酸の肥効がみとめられた

点は，生育，結実，収量および上物房率で果汁

の品質については肥効がみとめられなかった．

　火山灰士壌におけるブドウに対する石灰およ

びリン酸の肥効を検討した従来の成績をみてみ

ると肥効が明らかな場合とそうでない場合がみ

，’
，」り

ρ・15％

・一一r967年石灰多量（a当ウ70匂）
・ロー噸　〃　　　〃少量（　〃　25グ）

ムーr◎1971年〃多量
ゐ一。一ム　〃　　　〃少量

葉

中

P

10
0．4

0．5冒

0．2

0．1

0

　　246810121416　土中P205（Truo9）mg／1009

第4図石灰およぴリン酸施肥量と土中ら05およぴ
　　　　石灰飽和度との関係

　0．5％　　　　＿

夢ヂ
α5拓foタ・

・編％
〆＆5％

ず6

15
　」9

ノ

●”
5％

　　　　　　，！・15％
15多15％！”
　　，’　，∂ρ，’

一一r1967年石灰多量（a当り70κ9）
・一。．　”　　〃少量（〃25〃）
△一1971年〃多量
ムー一ム　”　　　〃少量

　　土中R　O5（Tru　og）mg／100g

第5図　石灰およぴリン酸施肥量と土中P205
　　　　および葉中Pとの関係

一



　　　　　の
られる．熊代らはばん土性の強い火山灰土でリ

ン酸の多量施用でリン吸のlC％）の効果をみと

めており，少量施用でばブドウの生育促進効果

　　　　　　　　　　のは少な》、としている．田崎によると，八ケ岳火

山灰止壌ではリン酸の肥効は高いが，石灰の肥
　　　　　　　　　　　　，9）
効はみられないとしている．吉田によると，火

申灰土壌のブドウに対するリン酸，石灰の肥効

は非常に顕著な場合とはっきりしない場合があ

り，その理由として，火山灰土壌の性質のちが

　　　　　　　　　　　　　　　　　
いと施肥方法の相違をあげている．吉田による

と，八ケ岳火山灰土壌は，腐植が少なく，リン

酸，石灰の他碑素も欠乏しており，土壌の酸度

矯正のために必要な石灰を多量に施用すると，

棚素欠乏をおこしたり，リン酸を固定するため

かリン酸の肥効もおとることを報告している．

本県の火山灰土壌は全般に腐植含量が高い．本

試験の供試土壌も稔～14％ふくんでおり（第1

表），石灰をa当り70kg，リン酸をリン酸吸収

係数の15、％に相当する多量を施用しても腐植の

緩衝作用が働き，多施用のへい害はみられない．

　しかしながら，リン吸の15％相当のリン酸を

施用してもTruog　Pの値が1C囎前後であること
　　　　　　　　　
は問題である．南らは土中のリン酸有効度を土

壌別に評価し，非火ゆ灰土壌ではTruog　Pが，

火山灰土壌でばA1型Pが適当であるとしてい

る．こうした見地から処理5年後の土中無機態

Pを分析してみると，最も多くふくんでいるの

が，Al型で，嬉％区，3％区は30へ60叩であ

るが，15％区は200皿gときわめて高い値を示し
　　　　　ユの
ている．山本らは乾土100g中にAl型Pが70

1㎎以上あればP肥沃度として適当であるとして

いる．このような見方からすると，本試験区の

ら％区はかなり高いホ準を示していることにな

　　　　　
る．江川らは±壌を5つの’タイプに分類し，リ

ン酸の肥効がでにくい土壌は，リン酸の吸収力

が弱く，有効態リン酸にとむ土壌であり，リン

酸の肥効がでやすい土壌は，リン酸の吸収力が

　　　　　　　　　　　　　　　　1邸

強大で，かつ有効態リン酸がか1ナる火山灰土壌

であるとしている．ただし火山灰土壊の中でも

塩基溶脱の著しく進んだ土壌ではリン酸の効果

はでにくく，こうした士壌では苦土その他のリ

ン酸吸収に関与する要素を補給する必要がある
　　　　　　　　　　　　　　　　く　ワゆ
ことを強調している．また筆者の一人茂木らは

本県の火山灰‡壌にあっては，リン酸富化と塩

基補給は単独ではなく，両資材を併用すること

が土壌改良の正しい操作だとしている．

　本県の火山灰土壌は強酸性で，置換性塩基含

量が低く，有効態リン酸はほとんどなく，しかモ
　　　　　　　　　　セリ　　
も．腐植含量が高い土壌が多い．こうした土壌ヘ

ブドウを栽植する場合，石灰，リン酸の必要量

および施肥法を考察してみると，石灰は酸度矯

正，置換性塩基の富化および石灰飽和度を高め

るとともに石灰を肥料として好むブドウにとっ

てはかなり多量に必要になってくる．本試験で

はa当り2Fkgと7（kgの2段階しか検討してない

が，ブドウの好適PHである6～7にもってい

くためにも，又第4図にみられるように石灰飽

和度を高める上からもa当り25kgでは少なく，

5C～7Ck“の多量の石灰が必要のようにおもわれ

る．

　このようにして土壌改良を行なった段階で，

リン酸の必要量を検討してみると，本試験では

3％から15％までの間の検討がなされていない

が，第5図で土中Truog　Pと葉中Pの関係をみ

てみると，好適範囲といわれるTmog　P　lO㎎以

　　　　　　　　　　　　　　　ら　
上，葉中p　q｝一甲％にもっていくには，施肥リ

ン酸が3％では少なく，10し15％の多量のリン

酸資材が必要のようにおもわれる．また施肥法

がリン酸の肥効にどう影響するかをみるため，

リン酸吸収係数のq5％に相当するリン酸を毎年

施用する区と，その場合の1年間の施肥量のF6

倍つまり6年間分を一度に植付時に施用する3

％区を設けて検討したが，初期生育は後者がよ

く，肥効の持続性の点からみても両者に差はな1
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し≧ので施肥労力の省力，断根をしない点などを

考慮した場合，植付時に多量施用する方が効果

一的である．

　V　摘　　要
　火山灰土壌でのブドウのリン酸の施肥効果を

高めるため，1967年より1971年まで5力年にわ

たり石灰を多量（70kg／a）と少量（25kg／a）

の2段階とし，それぞれに無リン酸区，リン吸

のq5％相当量のリン酸を連年施用する区，リン

吸の3％，15％相当量のリン酸を植付時全量施

用する区を設けて検討した．

　1．リン酸の肥効がみとめられたのは，生育

結実，収量および果房重で1果汁の品質には効果

がみとめられなかった。

　2．リン酸の肥効を高める上に土中の石灰含

量がかなり影響しており，石灰少量施用区では

幼樹の生育，収量が劣った．

　3．本県の火山灰土壌のように強酸性で，腐

植含量が多い士壌でブドウを栽培する場合は，

まず多量の石灰（a当り5住一70kg）資材で土壌

改良を行ない，その上でリン酸吸収係数の110～

15％のリン酸肥料（溶リン）を施用することが

のぞましい．施肥方法としては，少量連年施用

よりも植付時に全量施用する方法が肥効が高㌧㍉
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125
火山灰土壌におけるブドウに対するリン酸の
肥効増進に関する研究
中田隆人9青木秋広・茂木惣治
　1　はじめに
　本県のブドウ栽培面積は約350haで増、植の
気運が高まっている．この中には県南部の陣積
地帯のものと，近年稲作転換で水田に栽植され
ているものもあるが，その大半は火山灰土壌に
栽培されている．
　ブドウに対するリン酸の肥効については，砂
　　　　　　　　　　　　の
耕試験では明らかにされているが，圃場試験で
は成績が少なく，肥効についても必ずしも明ら
かではない．これはリン酸がチッソやカリにく
らべて土壌の吸着力が強いため，土壌に施して
も不溶化し植物が吸収しがたい状態になるため
である．とくに本県の火山灰土壌は強酸性で，
リン酸吸収係数が大きいため一層その傾向が強
い．このような土壌でリン酸の肥効を高めるた
めには，堆肥との混用，根群の分布している部
位への施肥あるいは土壌反応を矯正することが
あげられている．しかしながら，果樹では成木
になってから根群域にリン酸を施用することは
労力的，技術的な面から困難なため，最近では
表層施肥が多く，リン酸の肥効が低下している
　　第1表　供試土壌の化学性
のが現状である．
　そこで植付時，リン酸を多量施用した場合の
効果およびリン酸の肥効を高める方法などにっ
いて1967年より1971年まで5年間，開こん跡の
腐植質火山灰土壌で試験を行なったのでその結
果を報告する．
　H　試験方法
　試験圃場ぱ雑木林跡の開こん地で，供試土壌
の化学性は第1表のとおりである．試験区はま
，ず開園時（1966年秋）石灰施用量を多量施用（
a当り苦土石灰i（く熔性苦土15％，アルカリ度55）
70kg｝と少量施用（a当り苦土石灰25k⇔の2
段階に分け，それぞれに深さ3�tmを対象にして
リン酸の施肥量と方法をかえた次の4区を設け
た．1）無リン酸区．2）リン酸吸収係数のq5
％相当のリン酸を熔リンで毎年施肥する．
3、　リン酸吸収係数の3％相当のリン酸を熔リ
ンで開園時に施肥して以後リン酸は施肥しない．
　4）リン酸吸収係数の15％相当のリン酸を熔
リンで開園時に施肥して以後リン酸は施肥しな
項自，　PH
　　　璃OKCl　C％N％C／N
層
−（∠54
塩基置
換容量
（∬喰）
酸収数
燐吸係
謹
灰度多
石齢
　　O
基幻恥
塩αo．
　　0
性力g
換gM
　�p
置（O
　　a
　　C
4．9　　　4．2　　　14．41　0．99　　14．6
4。7　　　　4．5　　　　15・57　　0．84　　　1　5．9
4．6　　4．2　　12。16　0．87　　14。0
5，1　　　　4．5　　　　1　1．59　　0．80　　　1　4，5
26．5
2ろ．8
55．7
52。5
12　　15　　16
17　¶2　　7
19　　重5　　　5
28　　12　　　4
5
5
2
5
traCe　
2794
　　　5089
　　　2901
　　　5075
　　〜
注．PH以外は乾土中
「一”皿
�



